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1. はじめに 

 近年，企業や研究機関では情報漏洩等の防止のためにセ

キュリティシステムの導入が進められている．セキュリテ

ィシステムには建物内の廊下等にカメラを設置し，その映

像を監視員が確認し続けるものである．しかし，この方法

では不審人物を同時に複数人監視する場合や，カメラの台

数が増えるにつれ，監視員に多大な負荷がかかってしまう．

このため我々はモバイルエージェント技術を用いて監視員

の負担を軽減する人物追跡システム(1)の開発を行っている．

本研究では人物追跡の精度を上げる事を目標とし，カメラ

の向きを考慮した追跡手法を提案する． 

2. 人物追跡システム 

図 1 に人物追跡システムの概要を示す． 

 

図 1 人物追跡システムの概要 

我々が開発しているシステムでは，各カメラにはカメラ

の映像を解析して人物が映っているかを判断するサーバ

(解析サーバ)がそれぞれ繋がっている．カメラに人物が映

っている場合は，解析サーバで人物の服の色柄等から特徴

量を算出する．監視室にはカメラの映像をを蓄積保存する

サーバ(映像録画サーバ)と，監視員が使用するための端末

(監視端末)がある．人物追跡の流れとしては，監視員が不

審人物を発見し，監視端末でその人物を登録すると，登録

した人物の特徴量を保持したエージェント(追跡エージェ

ント)が生成される．追跡エージェントは保持している特徴

量と同じ特徴量を持つ人物を，各解析サーバへ移動して人

物を探す．解析サーバ内での追跡エージェントの動作を図 2

に示す． 

 図 2 解析サーバ内での追跡エージェントの動作 

解析サーバでは監視カメラに人物が映っている場合，映像

に画像処理を行い人物の特徴量を抽出する．追跡エージェ

ントは自身が保持している特徴量との比較を解析サーバに

依頼し，比較した特徴量が似た物であれば追跡している人

物と判断する．監視カメラに映っている人物の特徴量の算

出は，解析サーバごとに行われるため，一部のサーバがダ

ウンした状態でも追跡を継続することができる．追跡エー

ジェントが人物を追跡する時の動作を以下に示す 

[1] 登録時に映っていたカメラに繋がる解析サーバに移動

する 

[2] 移動した先の解析サーバから提供される人物の特徴と

自身が保持する特徴量の比較を行う 

[3] 比較した結果，追跡対象者が映っていると判断できた

場合，次に人物が映りそうなカメラ(移動先候補)に繋がっ

ている解析サーバに自身の複製を配布する． 

[4] 追跡対象者が映らなくなった場合，自身が追跡対象者

を捕捉するか，複製エージェントが人物を捕捉するまで待

機する 
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[5] 一定時間人物が捕捉されなければ，捕捉していたエー

ジェントが移動先候補外に自身の複製を配布する 

[6] 長時間捕捉されなければ，追跡対象者が監視している

領域の外に出たと判断し，同じ人物を追跡しているエージ

ェントを全て削除する 

 上記[3]の移動先候補は隣接ノード決定アルゴリズム(2)

で算出する．このアルゴリズムにより，人物が現在映って

いるカメラから映らなくなった際に，次に映る可能性のあ

るカメラを算出する事ができ，追跡対象者が次に映るカメ

ラに繋がっている解析サーバに，追跡エージェントを配布

することができる．図 3に，移動先候補の例を示す． 

図 3 移動先候補の例 

 カメラ Aに人物が映っていた場合，人物が次に映りそう

なカメラはカメラ B，C，Dである．カメラ Eはカメラ Aの

位置から移動すると，カメラ Eの前にカメラ B，C，Dに映

るためカメラ Aから見た移動先候補とはならない．上記[5]

は，追跡している人物が一定時間捕捉されなければ，人物

はエージェントがいる範囲の外に人物が移動したと判断す

る．この時新たにエージェントが配布される場所は，すで

にエージェントがいる場所の移動先候補である．図3では，

カメラ B，C，Dの移動先候補となり，まだエージェントが

配布されていないカメラ Eにエージェントが配布される．

本システムでは，このように追跡している人物の移動する

先を予測し，エージェントが先回りをすることで人物の追

跡を行う． 

3. カメラの向き考慮した追跡 

 追跡エージェントが保持している特徴データは，監視員

が追跡する人物として登録した際のカメラの画像から抽出

されたものである．監視員はカメラの映像を閲覧しながら

人物を登録するため，人物を登録する際の画像は正面や斜

めから人物を見たものとなる．追跡する人物がカメラに映

った際に後ろ姿であった場合，エージェントの保持してい

る特徴データと異なる特徴量が検出され，人物を見逃して

しまう．図 4に映り方による違いを示す． 

図 4 映り方による違い 

 見逃しが起こる可能性がある場所では，その周辺のカメ

ラにエージェントを先回りさせることで対処する．人物の

後ろ姿が映るかどうかを判断するには，追跡対象者がどの

方向から移動先候補のカメラに映るかをエージェントが認

識しなければならない．どの方向から映るかを判断するに

あたって，現在人物が映っているカメラから移動先候補に

向かうのにどのような行き方があるかを計算する必要があ

る．この計算をするにあたって移動先候補を算出する際に

使用しているカメラと通路のデータから計算する手法を考

え，本システムに組み込む． 

4．おわりに 

 本研究ではカメラの向きを考慮に入れた追跡を行う事を

提案した．今後は，カメラの向きを考慮し，追跡対象者が

どの方向から移るかを計算する方法を検討する．これによ

り，追跡精度の向上を目指し，人物を見失う時間を短縮す

る事を目指す． 
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